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図１ 校内ＬＡＮの例

具体的には次の点について検討する。

・ インターネットへ何台のパソコンを同

時接続するかということを考慮し，通信

回線の種類や通信速度を検討する。

・ パソコンの設置場所及び台数，ＬＡＮ

配線及び伝送方式（有線／無線）等を検

討する。その際，生徒の安全面（火災，

地震対策等）や健康面（電磁波対策等）

及び著作権等を十分考慮する。

○ セキュリティの確保や個人情報の保護等

に配慮する。

・ コンピュータウイルスやハッカー等の

被害に遭わないために，ワクチンソフト
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校 内 Ｌ Ａ Ｎ の 構 築

新学習指導要領では，学校教育活動全体を

通して，コンピュータや情報通信ネットワー

クなどの情報手段を積極的に活用し，生徒に

「情報活用能力」を育成することを重視して

いる。その手だての一つとして，校内ＬＡＮ

の活用が有効であることについては,｢校内Ｌ

ＡＮの活用｣(指導資料通巻第1347号，平成13

年７月刊行)で述べた｡

そこで，今回は校内ＬＡＮ構築の際の基本

的な考え方，構築で必要となるネットワーク

の基礎知識，構築後の機器の管理・運用上の

留意事項について述べる。本指導資料を教科

「情報」等の学習教材や校内研修用資料とし

ても活用していただきたい。

１ 校内ＬＡＮ構築の基本的な考え方

校内ＬＡＮ（図１）構築の際の基本的な

考え方について述べる。

「 」○ 校内ＬＡＮを活用して 何をしたいか

を明確にする。その際，生徒の情報活用

能力の育成，情報手段による授業改善の

視点を中心に考え，学習活動場面におけ

るＬＡＮ活用を具体的にイメージする。

○ 予算内で最大限の効果が期待できる情

， 。報機器 ＬＡＮ工事等の仕様を検討する
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の導入・更新や必要に応じてファイア

ウォール（防火壁：不正なアクセスを

防ぐ装置等）の対策を講じる。

・ 生徒用パソコンから生徒の学籍デー

タ等が閲覧できないように，教師用と

生徒用のネットワークを分割する仕組

みを取り入れる。

○ トラブル発生の際，障害箇所が発見し

やすいようにネットワークの保守性に配

慮する。また，次の校内ＬＡＮ構築のこ

とを視野に入れ，拡張性のあるネットワ

ークシステムを考える。

２ ネットワーク機器の基礎知識

校内ＬＡＮ構築に際しては，ネットワー

ク機器の基礎知識が不可欠である。

○ サーバ（ （図２）server）

ネットワーク上で資源（データや機器

等）を保持し，クライアントからの要求

を受け付けて，サービスを提供するコン

ピュータである。下にサーバの種類とそ

の主な役割又は用途の例を示す。
○ Ｗ Ｗ Ｗ （ Ｗ ｅ ｂ ） サ ー バ

校 内 の 閉 じ た ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 （ イ ン ト ラ

ネ ッ ト ） の 中 で ， 学 習 成 果 等 を ホ ー ム ペ ー ジ

に よ り 情 報 発 信 す る こ と が で き る 。

○ プ ロ キ シ サ ー バ

一 度 読 み 込 ん だ ペ ー ジ を サ ー バ に 保 存 で き

る た め ， 一 斉 に イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 す る 場 合

に 同 じ ペ ー ジ を す ぐ に 表 示 で き る 。

○ メ ー ル サ ー バ

校 内 イ ン ト ラ ネ ッ ト で ， 電 子 メ ー ル の 交 換

が で き る 。 メ ー ル ア ド レ ス を 生 徒 の 人 数 分 配

布 で き る 等 利 点 が あ る 。

○ Ｄ Ｎ Ｓ サ ー バ

Ｕ Ｒ Ｌ （ ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス 等 ） と Ｉ Ｐ

ア ド レ ス （ 後 述 ） を 変 換 す る 役 割 が あ る 。

○ フ ァ イ ル サ ー バ

一 つ の フ ァ イ ル を 生 徒 や 教 師 な ど で 共 用 で

き る 。 フ ァ イ ル や フ ォ ル ダ 個 々 で ア ク セ ス 権

（ 利 用 権 限 の 範 囲 ） が 設 定 で き る 。

○ プ リ ン ト サ ー バ

１ 台 の プ リ ン タ を 複 数 の パ ソ コ ン で 共 有 で

き ， プ リ ン タ の 有 効 活 用 が で き る 。

○ クライアント(client) （図３）

サーバにサービスを要求する個々のコン

ピュータである。

図２ サーバ 図３ クライアント

○ ＬＡＮアダプタ（図４）

ＬＡＮ上でデータを送受信するために各

パソコンに実装する機器である。

○ ＬＡＮケーブル（図５）

データ転送のためにネットワーク機器間

で接続する有線の媒体である。一般的に使

用されるツイストペアケーブル（カテゴリ

（ ）ー５)では伝送速度は 又は, 100Mbps 10Mbps

である。

図４ ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 図５ ｹｰﾌﾞﾙLAN LAN

○ ハブ（ （図６）hub）

パソコン，プリンタ等ネットワーク機器

の集線装置である。接続されているすべて

の機器に同時にデータを送る安価なリピー

タハブと，目的の機器だけにデータを送る

高価なスイッチングハブに大別される｡

ルータ（router）○

異なるネットワーク同士を接続する中継

装置で，ネットワーク間を流れるデータの

道筋（ルート）を設定することができる。
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記にしたものである。ネットワーク部がネ

ットワーク名を表し，ホスト部がコンピュ

ータ機器等を表す。

11000000 10101000 00000001 00000001２進数

10進数 192 . 168 . 1. 1

ネットワーク部 ホスト部

図８ プライベートＩＰアドレスの例

ウ サブネットマスク

プライベートＩＰアドレスの範囲内で，

ネットワークを更に分割して管理するため

の仕組みであり，この値によりネットワー

クを分けることができる。サブネットマス

クとネットワーク分割の仕組みを図９で説

明する。

ｱﾄﾞﾚｽ 192.168.1.3IP
255.255.255.0ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ

２進数に変換

ｱﾄﾞﾚｽIP

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ

進数に変換10

192. 168. 1. 0

新しいネットワーク部

下図のように，ネットワークＡ内に二つのＩＰアドレ

スの機器があるとき，サブネットマスクを設定すること

によりネットワークＢ，Ｃに分けることができる。

注 下図の ｱﾄﾞﾚｽの下線部分がﾈｯﾄﾜｰｸ部である。IP

サブネットマスク サブネットマスク

ありなし 255.255.255.0

図９ ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸとﾈｯﾄﾜｰｸ分割の仕組み

【 処 理 】 ｻ ﾌ ﾞ ﾈ ｯ ﾄ ﾏ ｽ ｸ の に 対 し て ｱ ﾄ ﾞ'1' IP

'0'ﾚ ｽ の 値 を そ の ま ま 降 ろ し ， ｻ ﾌ ﾞ ﾈ ｯ ﾄ ﾏ ｽ ｸ

に 対 し て は の 値 に 変 え る 。'0'

11000000 10101000 00000001 00000011

11111111 11111111 11111111 00000000

11000000 10101000 00000001 00000000

ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ A ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ B

ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ C192.168.1.3

192.168.5.4

192.168.1.3

192.168.5.4

○ ダイヤルアップルータ（図７）

インターネットに接続する際，常時接

続とダイヤルアップ（一時）接続がある｡

ダイヤルアップ（ＩＳＤＮ）ルータは，

ディジタル（ＩＳＤＮ）回線利用でダイ

ヤルアップ接続を容易にするとともにル

ータ機能をもたせたものである。

図６ ハブ 図７ ﾀﾞｲﾔﾙｱｯﾌﾟﾙｰﾀ

３ ネットワークアドレス設定上の基礎知識

ネットワーク機器の設置，接続後の次の

段階として設定作業がある。個人情報保護

やセキュリティを確保するために，特にネ

ットワークアドレスの設定が重要である。

そこで，インターネットやイントラネット

で使われているプロトコル（通信規約）で

あるＴＣＰ／ＩＰにおけるアドレス設定上

の基礎知識について理解する必要がある。

(1) ＩＰアドレス

ア グローバルＩＰアドレス

世界中で一つしかないネットワーク

の代表識別番号であり，電話番号のよ

うなものである。

イ プライベートＩＰアドレス

ネットワーク内のパソコン等の機器

を特定するものである。図８に示すよ

うに，ネットワーク部とホスト部をも

つ32ビット（２進数32桁）の数字を８

ビットずつドット(.)で区切り10進数表
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校内ＬＡＮの円滑な運用を目指すため

には，多くの職員が情報教育に関する役

割を分担する体制づくりが必要である｡

○ 運用ルールの作成と活用

共有ファイルの利用方法（ファイル名

の付け方，保存場所の指定など）や機器

トラブル発生時の対応手順などを記載し

た校内ＬＡＮ運用規定を作成し，その活

用を図る。

○ 機器等のトラブルへの備え

日頃からトラブルに対する次のような

備えを講じておくことが大切である。

・ トラブル内容等の詳細が分かるよう

に，台帳等を準備し日々利用する。

・ 県や市町村等が主催する情報教育に

関する研修講座を受講し自己研鑽を積
さん

むとともに，校内研修等を活用して校

内に広めるよう努める。

・ 日常から導入業者との連絡を密にす

る。電子メール，メーリングリスト等

で連絡を取り合うのも一手法である。

・ コンピュータウイルスやデータの改

ざん等への対応は ｢教育ﾈｯﾄかごしま」,

のホームページを参考にしてほしい。

国のミレニアム・プロジェクト「教育の情

報化」等により，インターネット接続等を含

む校内ＬＡＮの構築が進められている。その

際，より効果的な校内ＬＡＮが構築できるよ

うに普段から研究しておくことが望ましい。
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校内の各部屋ごとにプライベートＩＰ

アドレスを割り振り，ルータ等で道筋を

設定することでセキュリティの強化が図

れる。この設定例を図 に示す。10

図 ＩＰアドレスの設定例10

(2) ＩＰマスカレード（図11）

一つのグローバルＩＰアドレスを複数

のクライアントが同時に共有してインタ

ーネット接続ができる仕組みであり，更

にファイアウォールの役割もある。

ﾌﾟﾗｰﾍﾞｰﾄ ｱﾄﾞﾚｽ例ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ｱﾄﾞﾚｽ例IP IP

202.208.167.*

アドレスを変換

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

図 ＩＰマスカレードの仕組み11

４ 構築後の機器管理・運用上の留意事項

校内ＬＡＮ構築後に各学校でネットワー

ク機器の管理・運用をする際の主な留意事

項として次のようなことが挙げられる。

○ 校内体制の確立

パ ソ コ ン 教 室 ( ﾊ ﾟ ｿ ｺ ﾝ 台 ， ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾀ ６ 台 )41
IP 192.168.1.1 192.168.1.47ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ ～

255.255.255.0ｻ ﾌ ﾞ ﾈ ｯ ﾄ ﾏ ｽ ｸ

図 書 室 ( ﾊ ﾟ ｿ ｺ ﾝ １ 台 ， ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾀ １ 台 )
IP 192.168.3.1 192.168.3.2ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ ～

255.255.255.0ｻ ﾌ ﾞ ﾈ ｯ ﾄ ﾏ ｽ ｸ

職 員 室 （ ﾊ ﾟ ｿ ｺ ﾝ １ 台 ， ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾀ １ 台 ）
IP 192.168.4.1 192.168.4.2ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ ～

255.255.255.0ｻ ﾌ ﾞ ﾈ ｯ ﾄ ﾏ ｽ ｸ

【 説 明 】
ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ の 「 」 は ﾊ ﾟ ｿ ｺ ﾝ 教 室 ，IP 192.168.1.*

「 」 は 図 書 室 と い う よ う に ﾈ ｯ ﾄ192.168.3.*
ﾜ ｰ ｸ を 分 割 で き る 。

普 通 教 室 ( ﾊ ﾟ ｿ ｺ ﾝ １ 台 ， ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾀ １ 台 )
IP 192.168.2.1 192.168.2.2ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ ～

255.255.255.0ｻ ﾌ ﾞ ﾈ ｯ ﾄ ﾏ ｽ ｸ

172.16.1.1

172.16.1.2

172.16.1.3


